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協
生
厚
城
宮
は
度
年
９
０
０
２
○

が
断
判
る
す
右
左
を
来
将
の
会

年
一
な
事
大
の
め
た
る
め
進
を

定
改
度
制
人
法
益

(

８
０
０
２

年
12

民
ら
か
日
１
月

法
34

に
条

の
定
限
間
期
置
措
過
経
の
間
年

)

へ

の

で
応
対

り
あ

申
定
認
益
公
を
態
形
人
法
の
会

め
求
が
断
判
討
検
た
け
向
に
請

０
２
び
及
」
革
改
度
制
療
医
「

は
化
悪
営
経
の
会
協
生
厚
城
宮

要
必
も
最
を
え
支
の
障
保
会
社

被
な
刻
深
に
民
国
る
い
て
し
と

端
に
機
危
融
金
界
世
の
発
国
米
○

と
も
の
況
不
時
同
た
し
発
を

直
が
騰
急
の
料
食
・
料
飼
・
料

解
量
大
の
者
働
労
規
正
非
は
造

い
け
請
下
と
り
繰
金
資
も
業
企

率
税
費
消
「
て
し
と
源
財
の
障

り
よ
度
年
１
１
０
２
を
げ
上
引

で
ま
度

に
10

げ
上
引
に
度
程
％

後
今
は
況
不
い
な
え
見
の
口
出
○

い
て
し
増
を
さ
刻
深
に
ら
さ

否
拒
の
資
融
証
保
ど
な
し
が
は

協
生
厚
城
宮
は
化
変
な
激
急
の

ク
ス
リ
て
め
極
い
な
で
議
思
不

守
を
営
経
「
の
会
協
生
厚
城
宮
○

か

」
い

担
を
翼
一
の
営
経
主
民
や
動
運い

前
の
い
か
た
た
の
民
国

発
の
動
運
連
医
民
は
に
し
な
進

に
め
じ
は
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る
。

○
長
町
病
院
へ
の
内
科
指
導
医
の

優
先
的
配
置
、
坂
総
合
病
院
で

の
安
定
し
た
看
護
配
置
、
泉
病

院
及
び
長
町
病
院
の
予
算
目
標

に
応
じ
た
既
存
病
床
稼
働
の
た

め
に
看
護
師
配
置
を
検
討
す

る
。
泉
病
院
へ
の
リ
ハ
ビ
リ
科

医
師
配
置
の
継
続
検
討
。

３
、
介
護
事
業
の
重
視

○
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
で

の
職
場
作
り
と
集
団
化
、
必
要

な
事
業
の
統
廃
合
。

○
引
き
続
き
訪
問
看
護
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
ケ
ア
や
施
設
と
の
医
療
連

携
強
化
を
行
う
。

○
内
部
監
査
の
引
き
続
く
徹
底
。

４
、
特
定
健
診
・
保
健
予
防
活
動

の
拡
大

○
初
年
度
の
「
特
定
健
診
・
指
導

事
業
」
を
各
病
院
・
事
業
所
で

総
括
し
、
各
病
院
・
事
業
所
毎

の
位
置
付
け
を
明
確
に
し
、
強

化
す
る
。
受
診
者
・
共
同
組
織

に
お
い
て
、
制
度
上
の
不
備
や

他
の
健
診
事
業
の
後
退
を
把
握

し
、
改
善
運
動
に
共
に
取
り
組

む
。

○
ア
ス
ベ
ス
ト
健
診
、
友
の
会
健

診
を
重
視
し
、
各
事
業
所
・
各

科
の
専
門
性
を
生
か
し
た
健

診
・
保
健
予
防
活
動
を
重
視
す

る
。

○
運
動
療
法
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を

強
化
す
る
。

５
、
急
が
れ
る
民
医
連
を
担
う
職

員
育
成
、
後
継
者
養
成

○
全
職
員
へ
の
育
成
面
接
と
職
場

目
標
に
基
づ
く
個
人
目
標
の
確

立
、
実
践
を
具
体
的
に
す
す

め
、
職
員
の
努
力
が
活
き
る
業

務
運
営
に
改
善
・
努
力
を
行

う
。

○
専
門
資
格
取
得
奨
励
制
度
の
確

立
、
職
場
業
務
改
善
活
動
の
促

進
に
向
け
交
流
会
を
開
催
す
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○
２
０
０
９
年
度
は
宮
城
厚
生
協

会
の
将
来
を
左
右
す
る
判
断
が

求
め
ら
れ
る
年
で
あ
り
、
今
後

４
〜
５
年
間
を
見
通
し
た
政

策
、
課
題
の
整
理
、
具
体
化
等

を
進
め
る
た
め
の
大
事
な
一
年

目
に
な
る
。
具
体
的
に
は
、
公

益
法
人
制
度
改
定(

２
０
０
８

年
12
月
１
日
か
ら
民
法
34
条
に

よ
る
財
団
法
人
で
は
な
く
、
５

年
間
の
経
過
措
置
期
間
限
定
の

特
例
民
法
法
人
に
な
っ
た)

へ

の
対
応
で
あ
り
、
宮
城
厚
生
協

会
の
法
人
形
態
を
公
益
認
定
申

請
に
向
け
た
検
討
判
断
が
求
め

ら
れ
る
。

○
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

「
医
療
制
度
改
革
」
及
び
２
０

０
８
年
度
診
療
報
酬
改
定
で
、

宮
城
厚
生
協
会
の
経
営
悪
化
は

深
刻
化
し
つ
つ
あ
り
、
今
後
一

定
期
間
厳
し
さ
が
続
く
。
同
時

に
社
会
保
障
抑
制
路
線
が
、
高

齢
者
や
母
子
家
庭
、
生
活
に
困

窮
し
た
中
小
業
者
、
若
者
な
ど

社
会
保
障
の
支
え
を
最
も
必
要

と
し
て
い
る
国
民
に
深
刻
な
被

害
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

○
米
国
発
の
世
界
金
融
危
機
に
端

を
発
し
た
同
時
不
況
の
も
と

で
、
投
機
マ
ネ
ー
に
よ
る
原
燃

料
・
飼
料
・
食
料
の
急
騰
が
直

撃
、
大
企
業
の
利
益
優
先
の
構

造
は
非
正
規
労
働
者
の
大
量
解

雇
を
生
み
出
し
、
多
く
の
人
々

が
放
り
出
さ
れ
て
い
る
。
中
小

企
業
も
資
金
繰
り
と
下
請
け
い

じ
め
に
苦
し
み
、
経
営
苦
に
あ

え
い
で
い
る
。
追
い
討
ち
を
か

け
る
よ
う
に
、
政
府
は
社
会
保

障
の
財
源
と
し
て
「
消
費
税
率

引
上
げ
を
２
０
１
１
年
度
よ
り

段
階
的
に
実
施
、
２
０
１
５
年

度
ま
で
に
10
％
程
度
に
引
上
げ

る
」
計
画
を
示
し
て
い
る
。

○
出
口
の
見
え
な
い
不
況
は
今
後

さ
ら
に
深
刻
さ
を
増
し
て
い

く
。
金
融
機
関
は
貸
し
付
け
条

件
の
変
更
、
貸
し
渋
り
・
貸
し

は
が
し
な
ど
保
証
融
資
の
拒
否

も
起
こ
っ
て
お
り
、
外
部
環
境

の
急
激
な
変
化
は
宮
城
厚
生
協

会
に
と
っ
て
も
何
が
起
き
て
も

不
思
議
で
な
い
極
め
て
リ
ス
ク

の
高
い
状
況
に
あ
る
。

○
宮
城
厚
生
協
会
の
「
経
営
を
守

る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
が
た
た

か
い
」、
厳
し
い
時
代
で
あ
れ

ば
な
お
の
こ
と
、
民
主
的
医
療

運
動
や
民
主
経
営
の
一
翼
を
担

い
、「
国
民
の
た
た
か
い
の
前

進
な
し
に
は
民
医
連
運
動
の
発

展
も
保
障
さ
れ
な
い
」
と
い
う

視
点
で
民
医
連
運
動
と
事
業
経

営
を
守
る
こ
と
、
医
療
構
造
の

再
構
築
と
支
え
る
経
営
構
造
の

改
善
が
急
務
で
あ
る
。

○
今
年
は
総
選
挙
の
年
、
友
の
会

１
、宮
城
厚
生
協
会
の
２
０
０
９

年
度
事
業
計
画
を
進
め
る
基
本

視
点

○
公
益
認
定
申
請
に
耐
え
う
る

「
医
療
経
営
構
造
」
「
財
務
構

造
」
を
計
画
的
に
作
り
上
げ
る

た
め
に
抜
本
的
見
直
し
に
取
り

組
む
。

○
引
き
続
き
、
民
医
連
方
針
に
基

づ
き
地
域
連
携
を
軸
に
各
病

院
・
事
業
所
で
の
医
療
活
動
を

旺
盛
に
す
す
め
、
良
質
で
安

心
・
信
頼
の
で
き
る
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
医

療
安
全
の
確
保
と
医
療
機
能
の

向
上
を
図
り
、
安
全
・
安
心
、

質
の
高
い
医
療
・
介
護
を
展

開
、
コ
ス
ト
意
識(

人
・
物
・

金
・
時
間)

を
貫
き
、
安
定
黒

字
に
な
る
経
営
構
造
を
構
築
し

て
い
く
。

や
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
と
共

に
、
安
心
し
て
必
要
な
医
療
・

介
護
、
社
会
保
障
が
受
け
ら
れ

る
国
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
政

治
の
中
身
を
転
換
す
る
運
動
を

広
範
に
進
め
る
。

○
職
員
を
先
頭
に
、
友
の
会
組
織

を
飛
躍
的
に
拡
大
強
化
し
、
い

の
ち
の
平
等
、
憲
法
９
条
・
２

５
条
を
高
く
掲
げ
、
友
の
会
と

一
体
と
な
っ
た
地
域
づ
く
り
・

民
医
連
運
動
を
進
め
る
。

２
、２
０
０
９
年
度
事
業
の
重
点

課
題

○
公
益
認
定
申
請
に
向
け
検
討
組

織
を
立
ち
上
げ
具
体
化
す
る
。

債
務
超
過
か
ら
の
脱
却(

協
会

基
金
１
１
億
円
の
固
定
負
債
へ

の
変
更
表
示
で
５
億
円
の
債
務

超
過)

、
無
料
低
額
診
療
の
坂

総
合
病
院
で
の
実
践
、
全
事
業

所
で
の
実
践
検
討
。
宮
城
厚
生

協
会
の
支
払
い
能
力
の
限
界
に

き
て
い
る
賃
金
・
退
職
金
制
度

の
見
直
し
。

○
坂
総
合
病
院
の
18
床
増
床
に
伴

う
看
護
師
配
置
と
稼
働
、
入
院

時
医
学
管
理
加
算
取
得
の
た
め

の
環
境
整
備
、
原
価
計
算
シ
ス

テ
ム
導
入
に
よ
る
本
格
的
管
理

シ
ス
テ
ム
の
稼
働
。
古
川
民
主

病
院
の
２
０
１
０
年
度
有
床
診

療
所
＋
介
護
療
養
型
老
健
施
設

へ
の
転
換
成
功
に
よ
る
経
営
改

善
、
中
新
田
民
主
医
院
の
一
体

管
理
に
よ
る
経
営
改
善
実
施
の

取
り
組
み
。

○
長
町
病
院
へ
の
内
科
指
導
医
配

置
に
よ
る
病
床
稼
働
の
保
障
、

泉
病
院
の
病
床
構
造
転
換
に
伴

う
稼
働
目
標
達
成
に
よ
る
経
営

改
善
と
将
来
構
想
の
検
討
開

始
。

○
歯
科
事
業
部
制
を
最
大
限
生
か

し
た
医
療
活
動
と
独
立
採
算
を

基
本
に
、
経
営
構
造
転
換
に
よ

る
業
務
・
賃
金
の
見
直
し
含
む

黒
字
化
。
各
診
療
所
で
の
患
者

増
対
策
と
健
診
事
業
、
介
護
事

業
の
拡
大
等
で
の
黒
字
化
に
よ

る
経
営
改
善
。

○
２
０
０
９
年
度
介
護
報
酬
改
定

へ
の
対
応
、
介
護
の
質
の
向
上

と
安
全
性
の
確
保
、
今
後
の
介

護
事
業
を
担
う
マ
ン
パ
ワ
ー
確

保
と
事
業
拡
大
。
介
護
保
険
法

に
基
づ
く
法
遵
守
と
必
要
な
統

廃
合
・
事
業
整
備
。

○
今
あ
る
施
設
の
効
果
的
稼
働
で

事
業
収
益
１
４
０
億
円
以
上
の

確
保
、
当
期
利
益
○
％
、
○
億

円
を
確
保
し
超
過
債
務
の
縮
小

に
取
り
組
む
。

Ⅰ
、
２
０
０
９
年
度
の
事
業
計
画
を

　
　
　
　

進
め
る
基
本
視
点
と
重
点
課
題

Ⅲ
、
事
業
計
画
の
推
進
に
向
け
た

　
　
　
　

政
策
的
課
題
、
費
用
検
討
課
題

１
、
人
権
を
守
り
、
安
全
・
安

心
・
信
頼
の
医
療
と
質
の
管

理
、
医
療
整
備
の
点
検
と
再
構

築
○
地
域
に
目
を
向
け
患
者
に
な
れ

な
い
病
人
へ
の
対
策(

無
料
・

低
額
診
療
の
実
施
検
討)

や
医

療
相
談
活
動
等
、
人
権
・
受
療

Ⅱ
、
事
業
計
画
、
重
点
課
題
を

　
　
　
　

進
め
る
上
で
の
必
要
な
課
題

権
を
守
る
活
動
を
重
視
し
、
医

療
の
質
、
安
全
・
安
心
・
信
頼

の
医
療
・
介
護
の
取
り
組
み
を

強
化
す
る
。

○
医
療
整
備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
作

成
と
点
検
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
継

続
的
見
直
し
整
備
と
遵
守
、
医

療
倫
理
、
終
末
期
医
療
、
高
齢

者
医
療
に
対
す
る
取
り
組
み
を

強
化
す
る
。

２
、
医
師
確
保
と
配
置
、
看
護
師

確
保
は
最
重
要
課
題

○
各
病
院
の
病
床
稼
働
の
カ
ギ
を

握
る
看
護
師
確
保
を
最
重
点
課

題
と
し
て
取
り
組
む
。
看
護
師

確
保
対
策
事
務
専
任
を
３
名
体

制
に
し
て
強
化
を
図
る
。

○
患
者
に
と
っ
て
安
全
・
安
心
の

医
療
の
提
供
実
現
、
医
師
・
看

護
師
の
確
保
に
よ
る
労
働
軽
減

と
改
善
の
前
進
、
経
営
改
善
の

前
進
の
三
つ
の
目
標
実
現
の
た

め
、
医
師
・
看
護
師
確
保
と
定

着
強
化
を
本
格
的
に
位
置
付
け

は
じ
め
に

１
、シ
ス
テ
ム
の
対
応

○
基
幹
シ
ス
テ
ム
と
イ
ン
ト
ラ
ネ

ッ
ト
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整

備
・
改
善
。

○
電
子
カ
ル
テ
を
使
用
し
た
法
人

内
各
病
院
・
事
業
所
と
の
連
携

や
地
域
連
携
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
の
検
討
・
具
体
化
。

○
不
正
介
入
を
許
さ
な
い
シ
ス
テ

ム
の
改
善
、
窓
口
現
金
管
理
シ

ス
テ
ム
の
導
入
、
牽
制
シ
ス
テ

ム
の
具
体
化
。

○
人
事
・
給
与
、
共
済
シ
ス
テ
ム

の
導
入
検
討
。

２
、事
業
計
画
を
推
進
す
る
上
で

の
費
用
検
討
課
題

○
安
心
・
安
全
に
関
わ
る
医
療
の

質
の
向
上
と
医
療
整
備
推
進
、

業
務
改
善
や
職
員
育
成
・
研
修

費
用
に
つ
い
て
の
検
討
。

○
情
報
関
係
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し

に
関
わ
る
原
資
の
検
討
、
人

事
・
給
与
シ
ス
テ
ム
導
入
等
、

事
業
計
画
を
推
進
す
る
上
で
必

要
な
費
用
に
つ
い
て
予
算
実
行

の
中
で
検
討
し
具
体
化
し
て
い

く
。

○
各
病
院
・
事
業
所
の
政
策
投
資

枠
は
３
億
〜
３
億
５
千
万
円
と

す
る
。
基
金
・
協
会
債
で
１
億

円
賄
う
。

2009年３月14日　宮城厚生協会第９回理事会

法 人 事 業 計 画法 人 事 業 計 画

挨拶する水戸部理事長

ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ

（
仙
台
フ
ォ
ー
ラ
ス
前
）

認定看護師による地域開放型研修会（坂病院）

る
。

○
県
連
事
務
幹
部
養
成
学
校
へ
の

援
助
、
修
了
者
の
面
接
と
必
要

な
配
慮
。
職
員
の
最
低
年
１
回

の
研
修
へ
の
参
加
保
障
。

６
、
内
部
統
制
部
の
行
動
計
画
に

基
づ
く
役
割
発
揮

○
現
金
管
理
に
関
す
る
業
務
を
中

心
に
、
不
祥
事
防
止
に
向
け
現

状
の
把
握
、
整
備
状
況
検
証
の

取
り
組
み
。
各
病
院
・
事
業
所

で
の
現
金
取
り
扱
い
部
署
の
訪

問
点
検
。

○
不
適
正
な
場
合
の
改
善
提
起
、

不
正
防
止
に
有
効
な
マ
ニ
ュ
ア

ル
整
備
、
監
事
団
と
協
力
し
た

不
正
再
発
防
止
に
有
効
な
シ
ス

テ
ム
整
備
を
進
め
る
。

７
、
友
の
会
の
拡
大
強
化
と
法
人

組
織
部
の
確
立

○
共
同
組
織
の
２
つ
の
位
置
付
け

重
視
、
①
民
医
連
運
動
の
発
展

に
と
っ
て
不
可
欠
の
構
成
要

素
、
②
医
療･

福
祉
の
住
民
運

動
組
織
で
あ
り
「
ま
ち
づ
く

り
」
運
動
の
主
体
者
。

○
貧
困
と
格
差
、
生
活
難
の
中
で

「
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
」
め
ざ
し
た
健
康

ま
ち
づ
く
り
運
動
。
助
け
合

い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
相

談
活
動
等
を
通
し
た
、
医
療
・

福
祉(

国
保
問
題
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
、
介
護
保
険
等)

の
自
治
体
へ
の
地
域
住
民
運
動

と
し
て
の
役
割
発
揮
。
組
織
構

成
員
が
主
人
公
の
活
動
へ
発
展

し
て
い
く
上
で
拡
大
強
化
が
必

要
。

○
地
域
型
友
の
会
へ
の
発
展
、
各

友
の
会
職
員
専
任
担
当
者
の
成

長
と
、
一
緒
に
支
え
、
政
策
的

に
組
織
の
発
展
強
化
を
保
障
し

て
い
く
法
人
組
織
部
の
確
立
の

検
討
。
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る
。

○
長
町
病
院
へ
の
内
科
指
導
医
の

優
先
的
配
置
、
坂
総
合
病
院
で

の
安
定
し
た
看
護
配
置
、
泉
病

院
及
び
長
町
病
院
の
予
算
目
標

に
応
じ
た
既
存
病
床
稼
働
の
た

め
に
看
護
師
配
置
を
検
討
す

る
。
泉
病
院
へ
の
リ
ハ
ビ
リ
科

医
師
配
置
の
継
続
検
討
。

３
、
介
護
事
業
の
重
視

○
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
で

の
職
場
作
り
と
集
団
化
、
必
要

な
事
業
の
統
廃
合
。

○
引
き
続
き
訪
問
看
護
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
ケ
ア
や
施
設
と
の
医
療
連

携
強
化
を
行
う
。

○
内
部
監
査
の
引
き
続
く
徹
底
。

４
、
特
定
健
診
・
保
健
予
防
活
動

の
拡
大

○
初
年
度
の
「
特
定
健
診
・
指
導

事
業
」
を
各
病
院
・
事
業
所
で

総
括
し
、
各
病
院
・
事
業
所
毎

の
位
置
付
け
を
明
確
に
し
、
強

化
す
る
。
受
診
者
・
共
同
組
織

に
お
い
て
、
制
度
上
の
不
備
や

他
の
健
診
事
業
の
後
退
を
把
握

し
、
改
善
運
動
に
共
に
取
り
組

む
。

○
ア
ス
ベ
ス
ト
健
診
、
友
の
会
健

診
を
重
視
し
、
各
事
業
所
・
各

科
の
専
門
性
を
生
か
し
た
健

診
・
保
健
予
防
活
動
を
重
視
す

る
。

○
運
動
療
法
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を

強
化
す
る
。

５
、
急
が
れ
る
民
医
連
を
担
う
職

員
育
成
、
後
継
者
養
成

○
全
職
員
へ
の
育
成
面
接
と
職
場

目
標
に
基
づ
く
個
人
目
標
の
確

立
、
実
践
を
具
体
的
に
す
す

め
、
職
員
の
努
力
が
活
き
る
業

務
運
営
に
改
善
・
努
力
を
行

う
。

○
専
門
資
格
取
得
奨
励
制
度
の
確

立
、
職
場
業
務
改
善
活
動
の
促

進
に
向
け
交
流
会
を
開
催
す

宮城厚生協会全体職責者会議（アエル多目的ホール：2月24日）

宮城厚生協会2009年度

○
２
０
０
９
年
度
は
宮
城
厚
生
協

会
の
将
来
を
左
右
す
る
判
断
が

求
め
ら
れ
る
年
で
あ
り
、
今
後

４
〜
５
年
間
を
見
通
し
た
政

策
、
課
題
の
整
理
、
具
体
化
等

を
進
め
る
た
め
の
大
事
な
一
年

目
に
な
る
。
具
体
的
に
は
、
公

益
法
人
制
度
改
定(

２
０
０
８

年
12
月
１
日
か
ら
民
法
34
条
に

よ
る
財
団
法
人
で
は
な
く
、
５

年
間
の
経
過
措
置
期
間
限
定
の

特
例
民
法
法
人
に
な
っ
た)

へ

の
対
応
で
あ
り
、
宮
城
厚
生
協

会
の
法
人
形
態
を
公
益
認
定
申

請
に
向
け
た
検
討
判
断
が
求
め

ら
れ
る
。

○
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

「
医
療
制
度
改
革
」
及
び
２
０

０
８
年
度
診
療
報
酬
改
定
で
、

宮
城
厚
生
協
会
の
経
営
悪
化
は

深
刻
化
し
つ
つ
あ
り
、
今
後
一

定
期
間
厳
し
さ
が
続
く
。
同
時

に
社
会
保
障
抑
制
路
線
が
、
高

齢
者
や
母
子
家
庭
、
生
活
に
困

窮
し
た
中
小
業
者
、
若
者
な
ど

社
会
保
障
の
支
え
を
最
も
必
要

と
し
て
い
る
国
民
に
深
刻
な
被

害
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

○
米
国
発
の
世
界
金
融
危
機
に
端

を
発
し
た
同
時
不
況
の
も
と

で
、
投
機
マ
ネ
ー
に
よ
る
原
燃

料
・
飼
料
・
食
料
の
急
騰
が
直

撃
、
大
企
業
の
利
益
優
先
の
構

造
は
非
正
規
労
働
者
の
大
量
解

雇
を
生
み
出
し
、
多
く
の
人
々

が
放
り
出
さ
れ
て
い
る
。
中
小

企
業
も
資
金
繰
り
と
下
請
け
い

じ
め
に
苦
し
み
、
経
営
苦
に
あ

え
い
で
い
る
。
追
い
討
ち
を
か

け
る
よ
う
に
、
政
府
は
社
会
保

障
の
財
源
と
し
て
「
消
費
税
率

引
上
げ
を
２
０
１
１
年
度
よ
り

段
階
的
に
実
施
、
２
０
１
５
年

度
ま
で
に
10
％
程
度
に
引
上
げ

る
」
計
画
を
示
し
て
い
る
。

○
出
口
の
見
え
な
い
不
況
は
今
後

さ
ら
に
深
刻
さ
を
増
し
て
い

く
。
金
融
機
関
は
貸
し
付
け
条

件
の
変
更
、
貸
し
渋
り
・
貸
し

は
が
し
な
ど
保
証
融
資
の
拒
否

も
起
こ
っ
て
お
り
、
外
部
環
境

の
急
激
な
変
化
は
宮
城
厚
生
協

会
に
と
っ
て
も
何
が
起
き
て
も

不
思
議
で
な
い
極
め
て
リ
ス
ク

の
高
い
状
況
に
あ
る
。

○
宮
城
厚
生
協
会
の
「
経
営
を
守

る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
が
た
た

か
い
」、
厳
し
い
時
代
で
あ
れ

ば
な
お
の
こ
と
、
民
主
的
医
療

運
動
や
民
主
経
営
の
一
翼
を
担

い
、「
国
民
の
た
た
か
い
の
前

進
な
し
に
は
民
医
連
運
動
の
発

展
も
保
障
さ
れ
な
い
」
と
い
う

視
点
で
民
医
連
運
動
と
事
業
経

営
を
守
る
こ
と
、
医
療
構
造
の

再
構
築
と
支
え
る
経
営
構
造
の

改
善
が
急
務
で
あ
る
。

○
今
年
は
総
選
挙
の
年
、
友
の
会

１
、宮
城
厚
生
協
会
の
２
０
０
９

年
度
事
業
計
画
を
進
め
る
基
本

視
点

○
公
益
認
定
申
請
に
耐
え
う
る

「
医
療
経
営
構
造
」
「
財
務
構

造
」
を
計
画
的
に
作
り
上
げ
る

た
め
に
抜
本
的
見
直
し
に
取
り

組
む
。

○
引
き
続
き
、
民
医
連
方
針
に
基

づ
き
地
域
連
携
を
軸
に
各
病

院
・
事
業
所
で
の
医
療
活
動
を

旺
盛
に
す
す
め
、
良
質
で
安

心
・
信
頼
の
で
き
る
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
医

療
安
全
の
確
保
と
医
療
機
能
の

向
上
を
図
り
、
安
全
・
安
心
、

質
の
高
い
医
療
・
介
護
を
展

開
、
コ
ス
ト
意
識(

人
・
物
・

金
・
時
間)

を
貫
き
、
安
定
黒

字
に
な
る
経
営
構
造
を
構
築
し

て
い
く
。

や
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
と
共

に
、
安
心
し
て
必
要
な
医
療
・

介
護
、
社
会
保
障
が
受
け
ら
れ

る
国
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
政

治
の
中
身
を
転
換
す
る
運
動
を

広
範
に
進
め
る
。

○
職
員
を
先
頭
に
、
友
の
会
組
織

を
飛
躍
的
に
拡
大
強
化
し
、
い

の
ち
の
平
等
、
憲
法
９
条
・
２

５
条
を
高
く
掲
げ
、
友
の
会
と

一
体
と
な
っ
た
地
域
づ
く
り
・

民
医
連
運
動
を
進
め
る
。

２
、２
０
０
９
年
度
事
業
の
重
点

課
題

○
公
益
認
定
申
請
に
向
け
検
討
組

織
を
立
ち
上
げ
具
体
化
す
る
。

債
務
超
過
か
ら
の
脱
却(

協
会

基
金
１
１
億
円
の
固
定
負
債
へ

の
変
更
表
示
で
５
億
円
の
債
務

超
過)

、
無
料
低
額
診
療
の
坂

総
合
病
院
で
の
実
践
、
全
事
業

所
で
の
実
践
検
討
。
宮
城
厚
生

協
会
の
支
払
い
能
力
の
限
界
に

き
て
い
る
賃
金
・
退
職
金
制
度

の
見
直
し
。

○
坂
総
合
病
院
の
18
床
増
床
に
伴

う
看
護
師
配
置
と
稼
働
、
入
院

時
医
学
管
理
加
算
取
得
の
た
め

の
環
境
整
備
、
原
価
計
算
シ
ス

テ
ム
導
入
に
よ
る
本
格
的
管
理

シ
ス
テ
ム
の
稼
働
。
古
川
民
主

病
院
の
２
０
１
０
年
度
有
床
診

療
所
＋
介
護
療
養
型
老
健
施
設

へ
の
転
換
成
功
に
よ
る
経
営
改

善
、
中
新
田
民
主
医
院
の
一
体

管
理
に
よ
る
経
営
改
善
実
施
の

取
り
組
み
。

○
長
町
病
院
へ
の
内
科
指
導
医
配

置
に
よ
る
病
床
稼
働
の
保
障
、

泉
病
院
の
病
床
構
造
転
換
に
伴

う
稼
働
目
標
達
成
に
よ
る
経
営

改
善
と
将
来
構
想
の
検
討
開

始
。

○
歯
科
事
業
部
制
を
最
大
限
生
か

し
た
医
療
活
動
と
独
立
採
算
を

基
本
に
、
経
営
構
造
転
換
に
よ

る
業
務
・
賃
金
の
見
直
し
含
む

黒
字
化
。
各
診
療
所
で
の
患
者

増
対
策
と
健
診
事
業
、
介
護
事

業
の
拡
大
等
で
の
黒
字
化
に
よ

る
経
営
改
善
。

○
２
０
０
９
年
度
介
護
報
酬
改
定

へ
の
対
応
、
介
護
の
質
の
向
上

と
安
全
性
の
確
保
、
今
後
の
介

護
事
業
を
担
う
マ
ン
パ
ワ
ー
確

保
と
事
業
拡
大
。
介
護
保
険
法

に
基
づ
く
法
遵
守
と
必
要
な
統

廃
合
・
事
業
整
備
。

○
今
あ
る
施
設
の
効
果
的
稼
働
で

事
業
収
益
１
４
０
億
円
以
上
の

確
保
、
当
期
利
益
○
％
、
○
億

円
を
確
保
し
超
過
債
務
の
縮
小

に
取
り
組
む
。

Ⅰ
、
２
０
０
９
年
度
の
事
業
計
画
を

　
　
　
　

進
め
る
基
本
視
点
と
重
点
課
題

Ⅲ
、
事
業
計
画
の
推
進
に
向
け
た

　
　
　
　

政
策
的
課
題
、
費
用
検
討
課
題

１
、
人
権
を
守
り
、
安
全
・
安

心
・
信
頼
の
医
療
と
質
の
管

理
、
医
療
整
備
の
点
検
と
再
構

築
○
地
域
に
目
を
向
け
患
者
に
な
れ

な
い
病
人
へ
の
対
策(

無
料
・

低
額
診
療
の
実
施
検
討)

や
医

療
相
談
活
動
等
、
人
権
・
受
療

Ⅱ
、
事
業
計
画
、
重
点
課
題
を

　
　
　
　

進
め
る
上
で
の
必
要
な
課
題

権
を
守
る
活
動
を
重
視
し
、
医

療
の
質
、
安
全
・
安
心
・
信
頼

の
医
療
・
介
護
の
取
り
組
み
を

強
化
す
る
。

○
医
療
整
備
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
作

成
と
点
検
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
継

続
的
見
直
し
整
備
と
遵
守
、
医

療
倫
理
、
終
末
期
医
療
、
高
齢

者
医
療
に
対
す
る
取
り
組
み
を

強
化
す
る
。

２
、
医
師
確
保
と
配
置
、
看
護
師

確
保
は
最
重
要
課
題

○
各
病
院
の
病
床
稼
働
の
カ
ギ
を

握
る
看
護
師
確
保
を
最
重
点
課

題
と
し
て
取
り
組
む
。
看
護
師

確
保
対
策
事
務
専
任
を
３
名
体

制
に
し
て
強
化
を
図
る
。

○
患
者
に
と
っ
て
安
全
・
安
心
の

医
療
の
提
供
実
現
、
医
師
・
看

護
師
の
確
保
に
よ
る
労
働
軽
減

と
改
善
の
前
進
、
経
営
改
善
の

前
進
の
三
つ
の
目
標
実
現
の
た

め
、
医
師
・
看
護
師
確
保
と
定

着
強
化
を
本
格
的
に
位
置
付
け

は
じ
め
に

１
、シ
ス
テ
ム
の
対
応

○
基
幹
シ
ス
テ
ム
と
イ
ン
ト
ラ
ネ

ッ
ト
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整

備
・
改
善
。

○
電
子
カ
ル
テ
を
使
用
し
た
法
人

内
各
病
院
・
事
業
所
と
の
連
携

や
地
域
連
携
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
の
検
討
・
具
体
化
。

○
不
正
介
入
を
許
さ
な
い
シ
ス
テ

ム
の
改
善
、
窓
口
現
金
管
理
シ

ス
テ
ム
の
導
入
、
牽
制
シ
ス
テ

ム
の
具
体
化
。

○
人
事
・
給
与
、
共
済
シ
ス
テ
ム

の
導
入
検
討
。

２
、事
業
計
画
を
推
進
す
る
上
で

の
費
用
検
討
課
題

○
安
心
・
安
全
に
関
わ
る
医
療
の

質
の
向
上
と
医
療
整
備
推
進
、

業
務
改
善
や
職
員
育
成
・
研
修

費
用
に
つ
い
て
の
検
討
。

○
情
報
関
係
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し

に
関
わ
る
原
資
の
検
討
、
人

事
・
給
与
シ
ス
テ
ム
導
入
等
、

事
業
計
画
を
推
進
す
る
上
で
必

要
な
費
用
に
つ
い
て
予
算
実
行

の
中
で
検
討
し
具
体
化
し
て
い

く
。

○
各
病
院
・
事
業
所
の
政
策
投
資

枠
は
３
億
〜
３
億
５
千
万
円
と

す
る
。
基
金
・
協
会
債
で
１
億

円
賄
う
。

2009年３月14日　宮城厚生協会第９回理事会

法 人 事 業 計 画法 人 事 業 計 画

挨拶する水戸部理事長

ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ

（
仙
台
フ
ォ
ー
ラ
ス
前
）

認定看護師による地域開放型研修会（坂病院）

る
。

○
県
連
事
務
幹
部
養
成
学
校
へ
の

援
助
、
修
了
者
の
面
接
と
必
要

な
配
慮
。
職
員
の
最
低
年
１
回

の
研
修
へ
の
参
加
保
障
。

６
、
内
部
統
制
部
の
行
動
計
画
に

基
づ
く
役
割
発
揮

○
現
金
管
理
に
関
す
る
業
務
を
中

心
に
、
不
祥
事
防
止
に
向
け
現

状
の
把
握
、
整
備
状
況
検
証
の

取
り
組
み
。
各
病
院
・
事
業
所

で
の
現
金
取
り
扱
い
部
署
の
訪

問
点
検
。

○
不
適
正
な
場
合
の
改
善
提
起
、

不
正
防
止
に
有
効
な
マ
ニ
ュ
ア

ル
整
備
、
監
事
団
と
協
力
し
た

不
正
再
発
防
止
に
有
効
な
シ
ス

テ
ム
整
備
を
進
め
る
。

７
、
友
の
会
の
拡
大
強
化
と
法
人

組
織
部
の
確
立

○
共
同
組
織
の
２
つ
の
位
置
付
け

重
視
、
①
民
医
連
運
動
の
発
展

に
と
っ
て
不
可
欠
の
構
成
要

素
、
②
医
療･
福
祉
の
住
民
運

動
組
織
で
あ
り
「
ま
ち
づ
く

り
」
運
動
の
主
体
者
。

○
貧
困
と
格
差
、
生
活
難
の
中
で

「
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
」
め
ざ
し
た
健
康

ま
ち
づ
く
り
運
動
。
助
け
合

い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
相

談
活
動
等
を
通
し
た
、
医
療
・

福
祉(

国
保
問
題
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
、
介
護
保
険
等)

の
自
治
体
へ
の
地
域
住
民
運
動

と
し
て
の
役
割
発
揮
。
組
織
構

成
員
が
主
人
公
の
活
動
へ
発
展

し
て
い
く
上
で
拡
大
強
化
が
必

要
。

○
地
域
型
友
の
会
へ
の
発
展
、
各

友
の
会
職
員
専
任
担
当
者
の
成

長
と
、
一
緒
に
支
え
、
政
策
的

に
組
織
の
発
展
強
化
を
保
障
し

て
い
く
法
人
組
織
部
の
確
立
の

検
討
。
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長町病院付属クリニック
 健康管理室　保健師　斉　藤　裕　子

　2009年2月16日から、メディカルフィットネス「のびのび　ながま
ち」が長町病院附属クリニック２階にプレOPENし、3月2日の本格
OPENまでの期間は無料体験会を実施しました。
　無料体験会には、常時６～8名が参加され、ストレッチや有酸素運動
マシン、筋力トレーニングマシンなどを体験していただきました（＊写
真参照）。
　「運動って楽しいね」「病院内だから安心して運動できるね」「やせ
れば病気がよくなるって先生から言われて･･･みんなと一緒に運動でき
るなら続けられそう」「運動指導士のプログラムのもと無理なく運動で
きるのがいいね」など、様々な反応をいただいております。また仙台市
委託の「元気応援教室」の修了生にもご利用いただいております。

オープン！オープン！
「　　　　  長町」のびのび「　　　　  長町」のびのび

　当施設では、病院内の施設という特徴をいかして管
理栄養士や保健師による健康講話を交えながらのスト
レッチ教室などの開催、また、腰痛予防や肩こり予防な
どの目的別集団教室も今後予定しております。
　広く地域の方々に運動の楽しさや喜びを伝え運動の
習慣がつき健康を維持できる、そんな施設を目標にス
タッフ一同努力してまいります。職員の皆さんには、友
の会会員・患者様などに広くお声がけしていただけれ
ばと思います。今後ともよろしくお願いいたします。

運動の楽しさや喜び伝え
　　　　　　健康維持を目標に
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綾
小
路
キ
ミ
マ
ロ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
「
あ
れ
か
ら
40
年…

」、

１
・
２
年
の
月
日
の
経
つ
の
が
最

近
特
に
早
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

て
、
改
め
て
自
分
の
歳
に
び
っ
く

り
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

想
い
起
こ
せ
ば
、
楽
し
か
っ
た

事
、
悲
し
か
っ
た
事
、
辛
か
っ
た

事
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
け
ど
、

な
に
は
と
も
あ
れ
、
健
康
で
こ
こ

ま
で
働
き
続
け
ら
れ
た
の
も
、
共

に
働
く
仲
間
た
ち
や
地
域
の
人
た

ち
、
そ
し
て
家
族
に
支
え
ら
れ
、

励
ま
さ
れ
た
お
か
げ
で
あ
る
事
を

改
め
て
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
自
分
の
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
を
交
え
て
一
言
感
謝
の
気
持

ち
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
の
当
時
、
日
本
の
高
度
経
済

成
長
が
続
く
中
で
疾
病
構
造
も
多

様
化
し
、
厚
生
協
会
と
し
て
医
療

内
容
の
質
的
強
化
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
医
師
確
保
と
看
護
師
確
保

そ
し
て
研
修
制
度
の
充
実
や
技
術

構
築
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
一
方
「
イ
ン
タ
ー
ン
闘

争
」
や
「
松
川
事
件
」
の
勝
利
な

ど
全
国
的
に
学
生
運
動
や
労
働
運

動
な
ど
高
揚
の
時
期
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
ん
な
時
代
に
「
社
会
の
動
き

と
医
療
・
看
護
と
は
切
り
離
せ
な

い
の
よ
！
」
「
誰
の
た
め
、
何
の

た
め
に
看
護
婦
さ
ん
に
な
る
の

か
？
」
「
な
ぜ
か
？
ど
う
し
て

か
？
」
と
先
輩
と
夜
遅
く
ま
で
寮

生
活
の
中
で
語
り
合
っ
た
事
が
現

在
も
わ
た
し
の
原
点
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

全
国
の
民
医
連
に
仲
間
た
ち
が

就
職
し
て
い
く
中
で
、
わ
た
し
は

山
形
の
山
奥
か
ら
出
て
き
て
、
農

村
医
療
に
興
味
を
持
っ
て
石
垣
病

院
（
１
９
７
１
年
よ
り
宮
城
厚
生

協
会
脱
退
）
に
就
職
し
、
そ
の

後
、
長
町
病
院
（
新
築
移
転
の
時

期
）
〜
坂
総
合
病
院
〜
本
部
（
訪

問
看
護
Ｓ
Ｔ
・
ヘ
ル
パ
ー
Ｓ
Ｔ
の

設
立
準
備
、
支
援
等
々
）
へ
と
、

現
場
の
ス
タ
ッ
フ
と
苦
楽
を
共
に

し
な
が
ら
働
き
続
け
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

　　

あ
の
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹

介
し
ま
す
と
「
岩
沼
の
田
ん
ぼ
で

倒
れ
て
い
る
人
が
い
る…

？
」
と

の
連
絡
が
入
り
、
院
長
の
指
示
で

血
圧
計
と
聴
診
器
一
本
持
っ
て
ド

キ
ド
キ
し
な
が
ら
走
っ
た
新
米
の

わ
た
し
、
研
修
医
と
共
に
職
場
の

事
や
医
療
構
想
に
つ
い
て
深
夜
ま

で
「
ノ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
し
な

が
ら
語
り
合
っ
た
事
が
思
い
出
さ

れ
ま
す
。

　
　
　

◇　

◇　

◇　

◇

　

こ
れ
ま
で
も
決
し
て
平
坦
な
道

の
り
で
は
な
か
っ
た
け
ど
、
今
後

も
宮
城
厚
生
協
会
に
は
新
た
な
厳

し
い
状
況
が
待
ち
受
け
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
困
難
な
時

こ
そ
働
く
仲
間
た
ち
を
信
頼
し
、

方
針
に
団
結
し
て
、
共
に
が
ん
ば

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

「
勤
続
40
年
を
振
り
返
っ
て
」

宮
城
厚
生
協
会
介
護
事
業
部
長　

平　

間　
　

止

困
難
な
時
こ
そ
仲
間
を
信
頼
し
て

困
難
な
時
こ
そ
仲
間
を
信
頼
し
て

平間さん（前列右から４番目）

わ
た
し
の
原
点

深
夜
ま
で

「
ノ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

わ
た
し
の
原
点

深
夜
ま
で

「
ノ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
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さわやかさわやか エッセ

　

先
日
、
長
町
病
院
院
内
学
術
集

談
会
で
、
あ
る
医
学
部
４
年
生
が

演
題
発
表
を
し
た
。
「
長
町
地
域

で
の
高
齢
者
実
態
調
査
」
と
い
う

内
容
。
困
難
な
状
況
に
お
か
れ
た

高
齢
者
の
実
態
を
リ
ア
ル
に
つ
か

み
、
学
生
ら
し
い
〝
熱
い
〞
素
直

な
思
い
を
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
ほ

ん
と
に
、
素
晴
ら
し
か
っ
た
し
、

感
動
を
も
ら
っ
た
。
き
っ
と
、
他

の
聴
衆
の
方
々
も
同
じ
だ
っ
た
ろ

う
。

　
　
　

◇　

◇　

◇　

◇

　

僕
は
、
そ
ん
な
彼
が
医
学
部
１

年
生
だ
っ
た
頃
か
ら
知
っ
て
い

る
。
ほ
ん
と
に
〝
タ
フ
〞
だ
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
に
も
所
属

し
て
、
週
１
回
は
障
害
者
の
方
の

家
に
泊
ま
り
込
み
で
介
護
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
。
加
え
て
、
１
〜
２
か
月

に
１
回
は
私
達
と
一
緒
に
社
会
医

学
の
学
習
会
に
参
加
し
、
時
に
は

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
も
出
か
け

る
。
そ
れ
で
い
て
、
大
学
で
は
、

試
験
も
難
な
く
こ
な
し
て
優
秀
そ

の
も
の
。
こ
ん
な
彼
が
、
医
師
に

な
っ
た
ら
ど
う
な
っ
ち
ゃ
う
の
か

な
？

　
　
　

◇　

◇　

◇　

◇

　

そ
ん
な
彼
を
見
な
が
ら
、
僕
は

自
分
の
学
生
時
代
を
思
い
出
す
。

僕
も
あ
の
頃
は
、
寝
る
間
も
惜
し

ん
で
、
ほ
ん
と
に
色
ん
な
こ
と
を

や
っ
て
い
た
も
の
だ
。
苦
に
思
う

こ
と
な
ん
て
な
か
っ
た
（
気
が
す

る
）。

　

野
球
部
に
所
属
し
て
、
週
３
〜

４
回
は
早
朝
か
ら
練
習
「
も
う
い

っ
ち
ょ
ー
！
」
。
夜
に
は
国
分
町

の
シ
ョ
ッ
ト
バ
ー
で
深
夜
ま
で
ア

ル
バ
イ
ト
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
」
。
合
間
を
ぬ
っ
て
、
自
主
ゼ

ミ
活
動
と
し
て
医
療
を
取
り
巻
く

情
勢
を
学
び
、仲
間
達
と
〝
熱
い
〞

議
論
「
そ
れ
は
、
違
う
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
？
」
。
彼
と
の
大
き
な
違

い
は
、
試
験
で
は
毎
回
〝
冷
や
汗

も
の
〞
で
あ
っ
た
こ
と
か（
笑
）。

そ
ん
な
僕
は
、
今…

。

　
　
　

◇　

◇　

◇　

◇

　

夢
に
充
ち
溢
れ
、
「
何
で
も
思

い
っ
き
り
や
っ
て
や
れ
！
」
的
な

感
覚
で
毎
日
過
ご
し
て
い
た
学
生

時
代
。
も
う
あ
の
頃
に
は
戻
れ
な

い
。　

　

今
や
、
毎
日
あ
ん
な
〝
タ
フ
〞

で
あ
り
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い

だ
ろ
う
。
け
れ
ど
、あ
の
頃
の
〝
熱

い
〞
思
い
を
、
心
の
ど
こ
か
に
持

ち
続
け
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
何

か
明
る
い
未
来
が
開
け
る
か
な
？

　
　
　

◇　

◇　

◇　

◇

　

彼
の
あ
の
眼
差
し
か
ら
、
僕
は

感
動
す
る
と
と
も
に
、
勇
気
を
も

ら
っ
た
。
あ
り
が
と
う…

。

あの頃を

長町病院医局　藤　原　　　大

思い出して
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